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研究成果の概要（和文）：種彦の『好色本目録』『吉原書籍目録』の本文校訂を行うかたわら、『還魂紙料』を
中心にそれらの書目の引用状況の検討を行なった。これらの作業を通じて、上方の文学作品が江戸の吉原を描く
時の定型的表現の系譜について示唆を与える材料が見つかった。また従来知られていなかった『吉原一切鏡』に
ついての知見を得ることができた。
『鱸包丁青砥切味』の刊行と葛飾北斎らが関わる狂歌グループとの関係を明らかにした。種彦の合巻作品と大津
絵の関係の検証をおこなった。『御誂染遠山鹿子』口絵からこの当時流行の「大津絵節」のテキストを復元する
ことができた。

研究成果の概要（英文）：While revising manuscripts of catalogues “Koshokuhon mokuroku” and “
Yoshiwara shojyaku mokuroku” written by Tanehiko we carried out a research on quotations from these
 catalogues, with special focus on “Kangonshiryo”. Through this research we were able to discover 
materials, which will help to illuminate the genealogy of formal expressions used in literary works 
in Kamigata area when describing the pleasure district of Yoshiwara in Edo. We were also able to 
acquire new knowledge about “Yoshiwara itsusaikagami”.
We have elucidated the relation between the publishing of “Suzukiboucho aoto no　kireaji” and a 
literary group of authors of kyoka, Katsushika Hokusai and others were involved with. We explored 
the relations between Tanehiko’s works and Otsu-e paintings. From the frontispiece of “
Oatsuraezome-Toyamaganoko” we were able to restore the text of “Otsu-e bushi”, which was quite 
popular at that thime.  
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１．研究開始当初の背景 
柳亭種彦は 19 世紀前半を代表する戯作者

であり、その作品は読本、合巻、人情本、洒
落本、考証随筆と多岐にわたる。読本におい
ては、曲亭馬琴との競争に敗れた一群の読本
作者の一人というイメージが形成されてい
る。また読本で成功できなかったため、合巻
に転進して作者として名を成したというイ
メージもある。 
これらのイメージが形成、定着したのは江戸
後期の文学史が、馬琴が残した『近世物之本
江戸作者部類』やその日記、書簡、評論など
によって、馬琴を中心とした文学史が最初に
成立したことによる。馬琴という卓越した作
者が残した文学関係資料が、研究上、第一級
資料であることは言うまでもないことであ
る。しかし資料批判をおこなわずにその記述
を盲信することは、多くの危険を孕んでいる
にも関わらず、それを無視して研究が進めら
れてきた。馬琴は読本を江戸戯作の王者と位
置づけ、合巻をそれよりも劣る、潤筆料のた
めの作品と位置付けていた。上田秋成『雨月
物語』に代表される上方の前期読本と曲亭馬
琴『南総里見八犬伝』などに代表される江戸
の後期読本という文学史の流れを肯定する
ならば、それを貫くものは中国小説の摂取で
あり、正しい評価といえる。しかし山東京伝
や式亭三馬、種彦らの読本はそれとは異なる
先行の歌舞伎や浄瑠璃、浮世草子などの摂取
によって書かれているものが多く、再検討を
要する。また読本と合巻の関係も中国小説の
摂取ということを除けば、作品としての上下
関係を認めることはできない。したがって京
伝、種彦の研究は近世文学史を構築する上で
不可欠ということができる。 
合巻史を構想すれば、近代文学への系譜とし
ては、山東京伝→柳亭種彦→柳下亭種員→ 
仮名垣魯文という流れを想定することがで
きる。近世文学から近代文学への移行という
問題を考える時、種彦の研究は馬琴、京伝と
並んで重要という背景がある。 
 
２．研究の目的 
１．の背景で記したように、近世文学史の再
構築を行うためには、山東京伝や柳亭種彦の
研究を通じ、馬琴の残した史料に対して批判
していくことが必要であることはいうまで
もない。そのため、本研究では、柳亭種彦の
総合的な研究の基礎としての年譜の作成を
行う。そのためには種彦の読本、合巻、考証
随筆作品について、版元、挿絵画工の問題等、
種々の研究を行う必要がある。特に種彦の作
品は 17世紀及び 18世紀前半の吉原研究を踏
まえていることが多い。と共に、吉原の研究
をする必要がある。ただ同時代に刊行された
吉原細見の序文を山東京伝、式亭三馬、十返
舎一九らが執筆しているのに対し、種彦の序
文は一つもない。これらの事実を踏まえなが
ら、種彦の吉原研究を明らかにしていく。 
 

３．研究の方法 
(1)柳亭種彦の研究を行う上で基礎となる

年譜の作成を継続した。その方法は以下の通
りである。 
① 『好色本目録』『吉原書籍目録』に記載
されている書籍の調査、及び両目録の本文
校訂、注記を行う。識語等の調査により、
種彦の活動を浮かび上がらせることが可
能となる。 

② 上記以外の種彦旧蔵書の調査を行う。 
調査にあたっては種彦の蔵書目録など

で所蔵が確認できた蔵書について、パリ国
立図書館、大英図書館、国立国会図書館等
の所蔵機関、及び個人所有の調査において
調査確認し、識語等を収集し、種彦の作品
への影響等を研究する。 

⓷ 日本浮世絵博物館、パリ国立図書館等を
中心とする国内外の博物館、美術館、図書
館、個人所蔵の浮世絵調査を行い、種彦と
浮世絵、版元の関係を探るという手法を用
いる。 

 
(2)柳亭種彦の主要な作品である読本と合巻
の関連調査を行う。特に社会情勢(政治、宗
教、経済、災害等)との関連に留意する。 
 
(3)柳亭種彦の重要な活動領域である考証随
筆、特に『還魂紙料』の研究を行う。山東京
伝、喜多村信節らの考証随筆との関連に特に
留意する。 
 
４．研究成果 
(1)①においては、本文の校訂作業を行っ

た。その過程で、従来その存在が不確かであ
った『吉原一切鏡』全五巻を発見することが
できた。石川流宣が関与した最初の吉原細見
ということができる。これについては所蔵者
と協議の上、発表を行う予定である。 
(1)②については(3)の研究との関連で新

知見を得ることができた。 
(1)⓷浮世絵の調査研究は公的機関からは

新たな資料の発見はなかったが、業者から二
点の新出資料を購入することができた。 
その一点「七変化女眼鬘」は種彦の門人、笠
亭仙果の作成した種彦の著作目録には記載
されているものの、明治以降は全く知られて
いないもので、『浮世絵芸術』168 号に報告を
行った。この作品は浮世絵ではあるが、おも
ちゃ絵としての性格が非常に強い作品で、種
彦の戯作者としての活動に新たな視点を加
えることができた。他の一点は「ほん雨を桟
敷から見る心にて松を太夫と名つけそめけ
ん 種彦」という画賛のある歌川国貞画の浮
世絵作品「讀老松考」（西村屋与八板）を発
見した。この作品は村田了阿の『老松考』（文
政元年十一月刊、伊賀屋勘右衛門板）の出版
を祝して出されたもので、了阿と種彦の関係、
伊賀屋と西村屋の関係を知るうえで重要な
作品といえる。種彦の合巻作品『三虫拇戦』
（文政二年刊）の刊行にも関わるものである。



これについても近日中に公表予定である。 
またこれらの調査、研究過程で、あらたに

三代目歌川豊国画「誂織弁慶好」、歌川国芳
「夏けしき花の縁日」を見出した。これらも
「見立て」「やつし」の研究に重要なものな
ので、『浮世絵芸術』169 号、170 号において
報告した。 
浮世絵の調査を通じてさらに富士講と種

彦の関連の調査を行った。天保二年刊『冨士
裾うかれの蝶鵆』が富士講中興の行者、身禄
の百回忌による富士信仰の高まりを踏まえ
て執筆されたこと、葛飾北斎「富岳三十六景」
や二代目歌川豊国「名勝八景」の出版も同様
の現象であることを明らかにし、第 18 回国
際浮世絵学会秋季大会において発表を行っ
た。合わせて柳川一蝶斎の「うかれの蝶」工
業との関係も明らかになった。 
 
 (2)については「十九世紀江戸文学におけ
る作者と絵師、版元の関係」において、種彦
の合巻処女作『鱸包丁青砥切味』(文化八年
刊)は蘭斎北嵩が版元西村屋与八に仲介する
ことによって刊行されたこと、同年に刊行さ
れた『勢田橋竜女本地』が種彦の狂歌仲間の
壺龍が絡んでいることから、種彦の文芸活動
が北斎を中心とした狂歌グループとの関係
から派生したことを明らかにした。 
「近世挿絵史の構築をめぐる諸問題」は近世
文学から近代文学への移行の問題を、挿絵史
の視点から捉えたものである。絵入本ワーク
ショップⅦにおける諸発表を踏まえて、種彦
を中心に行われた。 
このほかルーベン大学(ベルギー)の調査に
よって『正本製』(文化十二年～天保二年刊)
の袋を見出すことができた。後摺の袋ではあ
るが、これにより曲亭馬琴『傾城水滸伝』初
編（文政八年刊）刊行の影響を確認すること
ができた。 
 
(3)については「大津絵」と「子ども」に関
する二つの研究を行った。 
「大津絵」の研究は山東京伝、喜多村信節ら
の考証随筆に留意しつつ、大津絵の研究を行
った。その結果、種彦の大津絵研究は京伝の
研究を踏襲するものであること、同時代の式
亭三馬とは異なる大津絵受容を行ったこと、
『女模様稲妻染』(文化十三年刊)が考証随筆
の流行を踏まえながらも、その成果を完全に
吸収できなかったこと、『誂染遠山鹿子』(天
保元年～天保七年刊)では考証随筆の成果を
十分に踏まえていることを明らかにした。ま
た『御誂染遠山鹿子』は「大津絵節」の原型
を伝える資料としての価値もあることを明
らかにした。これらの成果は国際シンポジウ
ム「江戸の庶民絵画、大津絵を読み解く 街
道絵師からミロまで」において「江戸文学の
なかの大津絵」として発表され、『美術フォ
ーラム 21』35 号（2017 年 11 月刊行予定）に
おいて活字化される予定である。 
「子ども」については「子ども絵・子ども絵

本－破邪と予祝」として発表した。同論文は
『還魂紙料』に用いらた資料等を使用しなが
ら、子どもを扱った浮世絵、双六、絵本等に
ついての考察を行ったものである。 
『還魂紙料』に引用された吉原に関する作品
が、先行する作品を多く剽窃していることを
見出した。これは吉原研究にこれらの文献を
使用する際には史料批判の必要があること
が判明した。 
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